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Japan Triage and Acuity Scale（以下、JTASと略す）は国際的に広く利用されてい




































（AUROC）を求め識別能とした。次に、5段階緊急度を緊急度 1・2および 3－5の 2
段階に分類し、感度・特異度、陽性・陰性予測値および誤分類の割合を記述し、年齢集
団間での傾向性をCochrane-Armitage検定で検討した。 















なお、本学位授与申請者は、令和 元年 7月 4日実施の論文内容とそれに関連した試
問を受け、合格と認められたものである。 
